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1.1Wに対し、最大 24.5mWの VUV光（λ=199.5nm）を得ることができた(変換効率：2.2%)。 
 実用的な出力(100mW クラス)の VUV 光を実現させるためには、シングルパス波長変換実験結
果から 2以上のエンハンスの外部共振器を用いた波長変換を実現する必要がある。ここでは外部共
振器の内部に KBBF結晶を置かずに、空の状態でのエンハンス効果を得ることにした。LBO結晶
を用いた SHGによって発生したUV光はウォークオフにより、ビーム径の縦横比などに大きく影
響を受けるため、外部共振器でのモードマッチングには補正が必要不可欠である。そこで本実験で
は 2つシリンドリカルレンズを用いビーム径を補正し、モードマッチングのためアライメントを行
った結果、1.8のエンハンスを得ることができた。 
 
